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はじめに
道徳教科化については、小学校ではすでに平成 30 年度から、中学校では今年（平成 31 年／令和元年）
度から始められている。これに対応して本ゼミにおいても、昨年度より道徳教科化に対応すべく模擬授
業の中で取り組みを始めてきた。小中学校の教員志望の学生にとって、従前の専門科目の学習指導に加
えて、道徳科の指導は担任教員が原則として行うため、きわめて重要な教科の 1 つでもある。
本ゼミにおいては、専門演習Ⅱ（3 年次秋学期）の時間を利用して、道徳の教材研究・学習指導案の
作成を行い、主として 1・2 年次の演習（基礎演習Ⅱ・専門基礎演習Ⅱ）において 3 年生が教師役を務め、
1、2 年生を児童生徒役に見立てて模擬授業を実施している。
本稿では、平成 30 年度秋学期における「特別の教科　道徳」を念頭に置いた模擬授業について、授
業報告を行うことにする。
Ⅰ．「特別の教科　道徳」の授業づくり
上述のように、すでに小学校では平成 30 年 4 月から「特別の教科　道徳」が始められ、これまで培
われてきた道徳の授業実践に基づきつつも、道徳の教科書を用いた教科としての授業が行われてきてい
る。また同様に、教育実習においても道徳の授業は重複されており、多くの学生が研究授業を行ってい
る。そこで、本学部において玉川大学の小学校通信課程を受講する学生（8 名）には小学校の道徳、そ
れ以外の学生（4 名）には中学校の道徳の模擬授業を行うことを求めた。
まず、ゼミの開講時に「特別の教科　道徳」新設の経緯やその意義、指導上のポイント等を踏まえて、
学習指導案の立て方について講義を行った。その後、学生が各自で教材研究を行い、学習指導案を作成
するよう指示した。
その際、本ゼミにおいては、教師用指導書を予め学生に見せ、それを参考にして学習指導案を作成す
ることを勧めている。学生たちは、すでに 2 年次の道徳指導法の授業において、学習指導案の立て方に
ついて履修しており、ある程度その概要に関しては周知している。また、本ゼミにおける専門演習のね
らいが、学習指導案作成自体が目的ではなく、教科化された道徳の授業を、どのように教師として児童
生徒を前に限られた時間内で行うかを重視しているからである。
さらにまた、教職という仕事は本来、「型にはまって、型を出る」という過程を経て、職能的成長を
遂げる。今日、全国各地の教育委員会で作成されている『教員育成指標』でも明らかなように、着任時、
初任段階、中堅段階、ベテラン段階へと登るにつれ、それぞれの指標を習得することで学び続ける教師
像が確立されていく。教員の基本的資質能力の 1 つである学習指導力についてみても、教師は指導書に
頼るばかりであった初任当初から、次第に教職経験を深め、周囲の同僚教員の授業参観や授業研究、更
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には幾多の研修を重ねることで自らの型を作り上げ、教師としての力量を高めていく。しかし、まだ教
職経験のない大学の養成段階では、こうした先行事例の蓄積である指導書をうまく活用し、基礎的な学
習指導力の礎とすることも必要であると考えるからである。
ともあれ、学生が各自学習指導案を作成し、指導教員と事前の打ち合わせを行った上で模擬授業を行
うことにしている。その際、最終的な学習指導案のチェック（導入・展開・終末段階の精査、めあてと
ふりかえりの確認、学習の成果の検証等）とならんで、板書計画の試行（実際に使用する教室における
板書やフラッシュカードの確認等）を行う。このことによって、授業の全体像やグランドデザインを鳥
瞰することが可能になる。ちなみに、授業時間については、多くの学生は自宅や教室において予め予行
演習を試みているようであり、実際の授業に際して定められた時間（45 ～ 50 分）を遵守しているケー
スが多かったのは、その証拠であると思われる。
Ⅱ．教科化された道徳の学習指導案
ところで、「特別の教科　道徳」の学習指導案とは、どのようなものであろうか。学習指導案自体の
枠組みについては、これまでのものと大きな変化はない。ただし、際立った特徴としては、たとえば主
人公が経験することを自分事として捉え、自分ならどのように行動すべきかについて「考え、（他人と）
議論する」道徳を指向する点にあると言える。以下、その概要について述べてみたい。1）
1．「主題名」について
本時の授業テーマである。
2．「ねらい」について
本時で取扱う内容項目について、授業者が大切にしたいこと（道徳的価値）、授業者の道徳的価値に
関する児童生徒のこれまでの実態とそこから得られること（児童生徒観）、児童生徒に考えさせたいこ
とについて教材を通じて授業の中でどのように活用するのか（教材観）を書く。
3．「主題設定の理由」について
「ねらいとする価値」「児童生徒の実態」「教材について」から構成される。学習指導案の最も核心を
占める重要なところである。たとえば、学習指導要領解説（「中学校　特別の教科　道徳編」）では、（1）
教師の捉え方、（2）生徒の学習状況の実態や教師の生徒観、（3）教材の具体的活用法について記述する
とされている。
記述に当っては、児童生徒の肯定的な面やそれを更に伸ばす観点からの積極的な捉え方に心掛ける必
要がある。また、彼らの学習場面を予想したり、発達段階や指導の流れを踏まえて、具体的で積極的な
教材の生かし方を記述する。
4．学習指導過程
通常、学習指導案と言われるものであり、（1）導入、（2）展開前半：教材を基に学習する段階、展開
後半：教材から離れ、自分に関することを学習する段階、（3）終末から成る。具体的には、表 1 に示す
通りである。2）
上記の学習指導案について概略すると、以下のようになる。
（1）「導入」
①　ねらいとする価値（内容項目）の焦点化。
ねらいに関わる生活経験を掘り起こす。（たとえば、「○○した時の気持ち」「○○してよかったなと思っ
た時」）必要に応じてアンケートを事前に取っておき、その結果から学級内の傾向性を話題にする。また、
教師の説話の一部を導入（続きは終末）に用いてもよいし、主題名をそのまま導入の発問としてもよい。
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②　教材の導入
教材理解のために、登場人物、背景、舞台や場所について説明する。次いで、教材の紹介をし、興味
関心を持たせる。そして、教材名から、どのようなイメージを抱くのかについて発問する。
（2）展開前段
①　教材提示
どのような意図で、教材を話し合うために児童生徒に示すのかを明記する。
②　発問
中心発問とは、主人公の心情や決意を児童生徒自身の考え方を基に語り、それぞれの考え方に気づき
合うための発問である。さらには、それぞれの考え方のうち最も望ましいのはどれなのかについて、児
童生徒が議論を重ねながら発見する。その議論の中で、道徳的価値や自分自身との関わりについて彼ら
が発見できるように、教師が話し合いをコーディネートする。精度の高い発問を作成するためには、彼
らの議論を傾聴し、時にはじっと待つことも大切である。
また、発問の仕方によっても、児童生徒の反応が異なる。たとえば、「○○した時の△△の気
持ち（・思い・考え）は」と尋ねるよりもむしろ、「どんな気持ち（・思い・考え）から△△は、○○
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表１．道徳科の学習指導過程
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したのでしょう」の方が、ねらいとする彼らの道徳性に強く訴えることができる。
主人公の心の変容を問う場合は、「どんな気持ちになったのでしょう」と尋ねたり、教材提示の際にも、
「△△の気持ちを考えながら」と課題を明確にする必要がある。
（3）展開後段
「道徳の時間は、児童 1 人 1 人が、一定の道徳的価値の含まれるねらいとのかかわりにおいて自己を
見つめ、道徳的価値の自覚及び自己の生き方についての考えを発達の段階に即して深め、内面的資質と
しての道徳的実践力を主体的に身に付けていく時間である」（小学校学習指導要領解説「特別の教科　
道徳編」）。そこでは、自己を見つめ、自己の生き方についての考えを深めることが重要な要素となる。
したがって、展開後段における中心発問がきわめて大切になってくる。すなわち、それは価値の主体
的自覚を図る発問であり、児童生徒が展開前段で学び取った価値を後段において現実の生活へ広げたり、
今までの経験を生かして深めたり、他人と考えを比べたりしながら、ねらいをより確実な形で自覚して
いくためのものである。
また他方で、ふりかえりの発問であると同時に、前を見る発問でもある。ここでは、たとえば「今日
の学習をふりかえり、○○について感じたことを自分なりの言葉でまとめてみましょう」「○○をする
には、どんな心構えを大切にしていきたいですか」といった発問が適切である。
さらに、道徳科はねらい（とする価値）に照らして、児童生徒が自らの生き方の中の課題について、
深く感じたり考えたりする時間である。したがって、展開前段では共通の教材に基づいてねらいとする
道徳的価値を学ぶが、後段では各自の生き方の課題に拡散させて深く感じたり、考えたりしなければな
らない。十人十色の課題があり、それぞれに応じた考え方がある。どのようにふりかえるかについては、
彼ら 1 人 1 人に任せるしかない。前段では、児童生徒を指名して発言させる場面は当然考えられるが、
後段では無理に発言を促してはいけないのである。
（4）終末
終末は、ねらいにある道徳的価値に対する思いや考えをまとめたり温めたりして、今後の発展につな
ぐ段階である。それは、児童生徒 1 人 1 人が皆異なる。教師が 1 つの答にまとめてはいけない。押し付
け道徳になってもいけない。まとめは個人固有のものであり、それ故に敢えて終末という言葉を使うの
である。
5．板書計画
板書の役割は、見えない心の在り様を可視化して、児童生徒に思考を深める手がかりとなるものであ
る。道徳科では、目に見えない内面的資質である道徳性を扱うため、個々の学びや全体の学習の成果（心
の変容、深まり、拡がり、新たな気づき等）を少しでも見えるように黒板に記録することが重要になる。
なぜなら、道徳科は教科のように知識理解や技能を学んだり、習得したことが学力として可視化できな
いからである。
また、板書に際して、次の点に留意する必要がある。3）
（1）板書計画を入念に立てる。
「思考の流れや順序を示すような順接的な板書だけでなく、違いや多様さを対比的、構造的に示す工夫、
中心部分を浮き立たせる工夫などを凝らす」（小学校学習指導要領解説「道徳編」）必要がある。板書計
画は、授業活性化にとって重要である。なぜなら、学習指導過程と板書計画は一体だからである。
（2）児童生徒にも教師にも分かりやすい板書にする。
彼らの発言通りに板書する必要はない。「気持ち」「思い」「考え」を端的に板書する。フラッシュカー
ドについては、発問が分かる程度でよい。
（3）単なる授業の記録から新たな学習につなげる。
発問→板書の繰り返しだけではなく、児童生徒から出てきた意見や考えを基に、さらに学習を発展さ
100
「特別の教科　道徳」道徳教科化への対応（2）－ゼミにおける模擬授業の取組みを中心にして－
せて新たな気づきを導いていく。
（4）心の多様性を際立たせる板書を心掛ける。
道徳科は心の学習である。心の多様性を児童生徒に気づかせ、考えさせることが重要である。彼らか
ら出てきた意見や考えを色分けして、補助発問（たとえば、「それぞれの色は、どんな心だと思う」と
尋ねる）を発し、心の多様性について自覚と分析をさせる。そこから初めて児童生徒は、考え始め、授
業が更に活性化する。
Ⅲ．模擬授業の実施
次に、模擬授業を行った学生の事例を取り上げることで、教科化された道徳の一端を紹介することに
したい。ここで例示する学生の学習指導案は、小学校 6 年生の道徳（「理解し合う大切さ」『「ダン」を
どうする？』日本文教出版）を教材とした模擬授業である。
この授業では、「友だちと意見が食い違って考えが 1 つにまとまらない時、どんな気持ちになりますか」
というテーマで、「理解し合う大切さ」について子ども同士が話し合い、大人が子どもたちに教えられ
たことや、お互いの意見や考えが異なり、いがみ合ってしまう人たちの心にどんなことを教えたらよい
のかについて、考えさせることをねらいとしている。
具体的な内容としては、目の見えない犬を拾った子どもたちは、団地で飼いたいと主張するが、団地
の規則を変えてまで許可すべきかという議論を経て、最終的には彼らの意見を大人たちが受け入れ、犬
の飼育を認めるというストーリーである。なお、学習指導案は表 2、授業で使用したワークシートは表 3、
板書計画は図 1 に示す通りである。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
図 1．板書計画
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表 2．道徳学習指導案
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表 3．ワークシート
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Ⅳ．授業のふりかえり
模擬授業を終えて、最後に児童役の受講生（1 年生及び 3 年生）からのコメント（「よい点」「改善す
べき点」）を集約し、『みんなの声』（表 4）としてまとめたものを次週の授業において配布することに
している。なお、「感想」については、教員が書いたものを記載した。また、各受講生から次の評価表
に基づいて、観点別に授業評価（表 5）を行うよう求めている。
表 4．『みんなの声』
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表５．評価表
おわりに
模擬授業を行った学生からは、授業時に撮影した VTR に基づいて、ふりかえりとしてレ
ポートを作成することを課している。本授業を行った学生からは、次のような内容のレポート（表 6）
が提出されているので、併せて掲載する。
今回、道徳教科化に向けての模擬授業を行うに当り、授業者側で重視した点は「考え、議論する」道
徳という点である。実際学生のレポートにも見られるように、ただ単に児童に「発問」を発するだけで
は、「考え」にストレートに結び付かない。児童を授業に引き込むためには、それ相応の教員の働きか
けや授業の創意工夫が必要であるということだ。ただし、学生自身が述べているように、正解がないが
故にどのように道徳を方向づけていくかという点での難しさが吐露されている。他方で、児童に気づい
て欲しい点や、授業の目標・ねらいも存在するため、彼らの多様な意見を尊重しつつも、うまく方向性
を示せないもどかしさや筋道が見えてこない難しさが述べられている。
また、単なる「発問→考え」の繰り返しを避けるため、板書の仕方や児童の発言を掘り下げるような
発問の工夫、更には机間指導を通して彼らが主体となって議論が交わせるように意識したことについて
も、学生自身のレポートからその努力を伺い知ることができる。1 人 1 人の児童に接する配慮、年齢に
応じた対応の仕方の工夫、更には児童役の彼らの表情や学習状況の把握の必要性などについても指摘さ
れており、多くの示唆を得ることができた。
学生自身が述懐しているように、教科化された道徳の授業は今後も回を重ね、場を何度も踏んでいく
ことによって、真の道徳となり得るのである。まだまだ産毛の生えたばかりの道徳ではあるが、授業の
実践者である学生も、指導者である教員の側も今後一層研鑽を積み重ねることによって、よりよい道徳
の授業が可能になることを確信する。
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表６．模擬授業を行った学生のレポート
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